
増改築した場所別持ち家の調査期日前4年9か月間に�
増改築した割合―全国 （平成１０年）�

　平成 6年以降に増改築した持ち家住宅は、約

300万戸で、持ち家全体の約1割を占めています。

また、増改築した箇所では、居住室が約6割と最

も多くなっています。また、その住宅の築年数は築

30年前後の住宅で増改築の割合が高くなっていま

す。�

住宅の延べ面積別2つ以上台所がある住宅の割合�
―全国（平成１０年）�

　少子・高齢社会の本格的到来を目前に、二世帯住

宅の普及状況を、良質の住宅の実態をみるため、“住

宅には台所はいくつあるか”を前回の調査ではじめて

調査しました。それによると、台所が2か所以上の

住宅は全国で160万戸、住宅総数の3.6％となって

います。さらに、どういった住宅に2か所あるのかを

広さ別にみると「150－199㎡」では11.4％、「

200－249㎡」では16.5％、「250㎡以上」で

は22.8％と、広い住宅で高い割合となっています。�

＜設備＞�

5年間で増改築をした�
持ち家住宅は約300万戸�
で、持ち家全体の約1割�

台所が二つ以上ある�
住宅は160万戸�
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